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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 18日 (2004.8.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 外 壁 材 を ， 互 い に そ の 側 端 部 を 突 き 合 せ て 下 地 材 に 装 着 す る と 共 に ， 上 記 側 端 部
の 突 き 合 せ 部 分 の 表 面 側 に は 弾 性 目 地 処 理 材 を 被 覆 し て な り ，
　 ま た ， 該 弾 性 目 地 処 理 材 の 内 部 に は ， 多 数 の 穴 を 有 し 該 弾 性 目 地 処 理 材 が 貫 通 可 能 な 多
穴 シ ー ト を 配 置 し ，
　 か つ 上 記 弾 性 目 地 処 理 材 の 表 面 に は 弾 性 塗 料 を 被 覆 し て な る 外 壁 の 無 目 地 構 造 で あ っ て
，
　 上 記 多 穴 シ ー ト は ， 上 記 外 壁 材 の 側 端 部 を 突 き 合 せ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 目 地 線 に
沿 っ た 長 径 部 と ， 上 記 目 地 線 に 直 交 す る 方 向 に 沿 う と 共 に 上 記 長 径 部 よ り も 短 い 短 径 部 と
か ら な る 開 口 部 分 を 有 し ，
　 か つ 上 記 多 穴 シ ー ト に お け る １ ｃ ｍ 2 あ た り の 開 口 数 は １ ０ ～ ６ ０ 個 で あ る こ と を 特 徴
と す る 外 壁 の 無 目 地 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　

　 上 記 長 径 部 の 長 さ は １ ． ２ ～ ６ ｍ ｍ で あ り ， 上 記 短 径 部 の 長 さ は ０ ． ８ ～ ３ ｍ ｍ
で あ る こ と を 特 徴 と す る 外 壁 の 無 目 地 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て ， 上 記 多 穴 シ ー ト の 厚 み は ， ０ ． ２ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ で あ る こ と を

複 数 の 外 壁 材 を ， 互 い に そ の 側 端 部 を 突 き 合 せ て 下 地 材 に 装 着 す る と 共 に ， 上 記 側 端 部
の 突 き 合 せ 部 分 の 表 面 側 に は 弾 性 目 地 処 理 材 を 被 覆 し て な り ，
　 ま た ， 該 弾 性 目 地 処 理 材 の 内 部 に は ， 多 数 の 穴 を 有 し 該 弾 性 目 地 処 理 材 が 貫 通 可 能 な 多
穴 シ ー ト を 配 置 し ，
　 か つ 上 記 弾 性 目 地 処 理 材 の 表 面 に は 弾 性 塗 料 を 被 覆 し て な る 外 壁 の 無 目 地 構 造 で あ っ て
，
　 上 記 多 穴 シ ー ト は ， 上 記 外 壁 材 の 側 端 部 を 突 き 合 せ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 目 地 線 に
沿 っ た 長 径 部 と ， 上 記 目 地 線 に 直 交 す る 方 向 に 沿 う と 共 に 上 記 長 径 部 よ り も 短 い 短 径 部 と
か ら な る 開 口 部 分 を 有 し ，

か つ ，



特 徴 と す る 外 壁 の 無 目 地 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 多 穴 シ ー ト は ， 合 成 繊 維 か ら な る 編 物 又 は
織 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 外 壁 の 無 目 地 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 多 穴 シ ー ト は ， 合 成 樹 脂 の シ ー ト で あ る こ
と を 特 徴 と す る 外 壁 の 無 目 地 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 長 径 部 の 長 さ Ｌ に 対 す る 短 径 部 の 長 さ Ｎ の
比 Ｎ ／ Ｌ は ， Ｎ ／ Ｌ ＝ ０ ． ８ ～ ０ ． ５ で あ る こ と を 特 徴 と す る 外 壁 の 無 目 地 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 多 穴 シ ー ト は ， 上 記 開 口 部 分 の 周 囲 に 形 成
さ れ た ， 上 記 長 径 部 に 沿 っ た 経 地 部 と ， 該 経 地 部 に 直 交 す る 緯 地 部 と を 有 し ， か つ 該 緯 地
部 は そ の 中 心 線 が 一 直 線 状 に 形 成 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 外 壁 の 無 目 地 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 項 に お い て ， 上 記 開 口 部 分 は 楕 円 形 状 ， 長 方 形 状 ， 菱 形 状 の
い ず れ か で あ る こ と を 特 徴 と す る 外 壁 の 無 目 地 構 造 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に ， 請 求 項 ２ の 発 明 の よ う に ，

　 上 記 長 径 部 の 長 さ は １ ． ２ ～ ６ ｍ ｍ で あ り ， 上 記 短 径 部 の 長 さ は ０ ． ８ ～ ３ ｍ ｍ
で あ る こ と 。
　 こ の 場 合 に は ， 上 記 の ご と く ， 多 穴 シ ー ト の 上 下 に 位 置 す る 弾 性 目 地 処 理 材 を 作 業 性 良
く ， 充 分 に 一 体 化 で き る と 共 に 多 穴 シ ー ト と 弾 性 目 地 処 理 材 と も 一 体 化 で き ， 仕 上 が り 外
観 を 向 上 さ せ ， 一 層 ， ク ラ ッ ク 防 止 を 図 る こ と が で き る 。
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材 に 装 着 す る と 共 に ， 上 記 側 端 部 の 突 き 合 せ 部 分 の 表 面 側 に は 弾 性 目 地 処 理 材 を 被 覆 し て
な り ，
　 ま た ， 該 弾 性 目 地 処 理 材 の 内 部 に は ， 多 数 の 穴 を 有 し 該 弾 性 目 地 処 理 材 が 貫 通 可 能 な 多
穴 シ ー ト を 配 置 し ，
　 か つ 上 記 弾 性 目 地 処 理 材 の 表 面 に は 弾 性 塗 料 を 被 覆 し て な る 外 壁 の 無 目 地 構 造 で あ っ て
，
　 上 記 多 穴 シ ー ト は ， 上 記 外 壁 材 の 側 端 部 を 突 き 合 せ る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 目 地 線 に
沿 っ た 長 径 部 と ， 上 記 目 地 線 に 直 交 す る 方 向 に 沿 う と 共 に 上 記 長 径 部 よ り も 短 い 短 径 部 と
か ら な る 開 口 部 分 を 有 し ，

か つ ，
を 特 徴 と す る 外 壁 の 無 目 地 構 造 が あ る
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